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〈概 要〉

○ 我 が国 の社会 は国際化 ・情報化 ・科学技術 の発展 ・環境問題 への関心 の高 ま り ・高

齢化 ・少子化等 さまざまな面で大 き く変化 してお り、今 これ らの変 化 を踏 まえ た新 し

い教育 の在 り方が問われ ている。 これか らの教育の在 り方 と して、 特 色 あ る教 育 を展

開 しっっ児 童 に 「生 きる力」 を育んで い くことが大 きな課題 であ る。 そ の ため 自 ら学

び自 ら考 え る力の育成 ・教科で身 にっ ける力(基 礎基本)の 明確化 ・国際 社 会 に生 き

る日本人 としての 自覚の育成等 に重点 をおいた学 習 の改 善が 図 られて いか な け れば な

らない。

○ 現在 の社 会科学 習で は、課題 にっ いて調べ る活動 や体験 す る活動 に と どま って い る

こと も多 く、社 会的事象 につ いて考え るとい う力が十分育 って いな い。 これ は、 社会

科で身 にっ ける能 力資質 にっ いて の捉 え方が不明瞭で あった り、 児 童 にっ か ませ た い

内容 や事 象を構造化 して教材化す る ことが不十分だ った り して い るため で あ ると考 え

る。 そ こで児童が確か な事実理解 に基づ いて社会的事象 の意 味 を考 え、 自分 と社 会 的

事象 との関わ りにっ いて の理解 を深 める ことので きる教材開発の工夫が必要 であ る。

本研究 で は、社 会的事象 の意味 をどのよ うに教 材化 し、 構造 化 して指 導 計画 に位 置

づ けて いけば、その理解を図 る ことがで きるかを中心的な課題 と し研究 を進 あた。

○ 社会科共通研 究主 題を設定 し、 それ を基調 と して3っ の分科 会 が それ ぞれ の研 究主

題 と仮説 を設定 した。 各分科会で は先行研究 に学 びなが ら、 授 業実 践 を通 して仮説 の

検証 を行 い、研究主 題 に迫 るよ う努 めた。
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研究主題 〈中学年分科会〉

地域の見方や考え方を深めるための教材開発の工夫

1主 題設定 の理 由

小学校 の社会科 は、 社会生活 を広 い視野 か らとらえ、総合 的に理解す る ことを通 して、 公

民 的 な資質 の基礎 を養 うことを究極的なね らい と してい る教科 であ る。

ここにあげ られて いる"総 合 的 に理解 す る"と は、学問的 な知識 を詰め込む ことではない。

中学年 の社会科 に置 きかえて述 べ るな ら、地域 において実際 に展開 され てい る社会生 活 や社

会 的事象 の特色 や相互 の関連 にっ いて考 えた り、 自分 とか かわ らせ なが ら判断 した りす る力

を身 にっ けさせ る ことだ と考 え る。 そ こで私 たちは、中学年 の社会科で身 につ け させた い力

を 「地域 の社会的事象 の意味 や働 きなどを自分 にかかわ らせ なが ら考え る力』 と、 とらえた。

さ らに、 こ うした力 を身 にっけさせるためには、 まず社会的事象を構成す る具体 的な事 実 を

丹念 に読 み と り、 それ らを もとに して地域の見方や考え方を深めて い くことが重要 であ る と

考 え、上記 の ような研究主題を設定 した。

本研究 は当初、児童 の見方や考 え方の深 まりの過程 を

事実 と してみる → 関連 づける → 自分な りに意味づ ける

とと らえ、 それを深 あ る手だて を探 ることか らス ター トした。 一 学期 、 各 々 の実践 の中 に

「多様 な思 考を うながす教材 や学習活動の工夫」や 「人 々の工夫 や努力 、 願 い に触 れ る教 材

の開発」 を取 り入 れ ることで、一 つ一っ の事象 を結 びつ けなが ら考え る児童 の姿 に は迫 る こ

とがで きた。 しか し、一方 でそれ は表面的理解 にとどま り、 自分 にか かわ らせて考 え た り、

自分 も地域の一員 であ ると考 えた りす るまでには、深 まって いないので はないか とい う反 省

があげ られた。

そ こで、再 度研究 の方向 にっいて議論 した結果、今 までの研究 は、 どの よ うに した ら見 方

が深 ま るか といった方法的 な面 に重点 が置かれ、児童 の郷⊥意 識や 「地域観 」の形成 とい っ

た、 いわば社会科 の 目標 にかかわ る面 が軽視 されていたのではないか。児 竜に培 いたい 「地

域観」 を明確 に しな ければ、真の意味での見方や考 え方の深 ま りとは 言えないのではないか。

とい う結論 に達 した。 そ こで私たちは、児 童に培 いたい 「地域観」 を明確 に した教材 の開発

を行 うことで、地域 の見方 や考 え方 を深 め、地域 の一員 として の自覚 を育 ててい くこと と し

た。

、

II研 究 のね らい

児童 が地域 の見方や考え方 を深 めるための観点を明確 に した教材開発の あ り方 を明 らか に

す る。

1皿 研究の仮説

児童が地域 の見方 や考 え方を深め るための観点 を明 らかに した教材 開発 をお こなえ ば、 地

域 の と らえ方 が深 ま り、地域 の一 員 と しての 自覚 を育て ることがで きるであろ う。
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IV研 究構想 図
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表而的な見方や考え方 「地域観」
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↓
目 指 す 児 童 像

1.「 地域観」を持ち、地域の社会的事象を自分 とかかわらせながら考え られる子ども

2.地 域 に愛着を持ち、学習したことを生活に生か したり、地域社会に進んでかかわろうとする子ども

一3一



V研 究 内容

1児 童 に培 いたい 「地域観」 の選定

(1)「 地域 の見方 や考 え方の深 まり」 と 「地 域観 」の と らえかた

近年、少子化 、核家 族化、それ にと もな う価値観 の多様化 などを背 景 に、地域社会 と家庭、

地域社会 と児童 の距離 が広が り、「地域社会 において人 々と協力 し合 って生活 して い る」 と

い う意識 が希薄 にな って いるように感 じられ る。 そのため、児 童 にとって身近で あ るはず の

地域社会 が、 そ うとは認識 されず、地域の一員 と しての 自覚 が育 ちに くくな って きてい る と

考 え られ る。 そ こで、後述す る4観 点を通 した教材 開発 を行 い、地域 の人 々の営 みや社 会 的

事象 の意味 を学 ばせ ることで、 自分が地域 社会 とどのよ うにかかわ りあ って いるのか考 え さ

せ、地域社会 に対 して主体的にかかわ ってい こうとす るよ うな地域 の見方や考え方 を培 いた

いと考 えた。

さ らに、 こう した地 域の見方や考え方 を培 うたあに は、児童 の中に 「自分 たちに とって地

域社会 とはどのよ うな ものか」 という考 え方、心 の構 えを持 たせ ることが大切 なので は な い

か と考 えた。本研究 で は、 これを 「地域観 」 ととらえ、 この 「地域観 」が児童の中 に培 わ れ

た と き、「地 域の見方 や考 え方」 が深 ま ったと考え ることと した。

(2)中 学年社会科 で培 いたい 「地域観」

社会科学習 において培 われた「地域観」が児童 の価値観 として機 能 しだ し、 「地 域 の一 員 と

して の自覚」 や 「地域 への愛情」 に高 め られた とき、社会科 の 目指 す 「公民 的資質 の基礎」

が培われ たと考 え られ る。 そのためには、各単元 の学習 において、 その単元の学 習を通 じて

培 いたい 「地域観」 を明確 に し、意図 的、計画 的に働 きかけてい く必要 があ る。

そ こで本研究 では、学習指導要領 の 目標 や内容、先行研究、児 童の実態 な どか ら、 中学年

社 会科で培 いたい8項 目の地域観 を選定 し、児童 が各単元 を通 して迫 って い くよ うに した。

自分 た ち に と って 地 域 社 会 と は

・自然 と結 びっ い て い る もの ・様 々 な仕 事 が あ り、 人 々 が働 い て い る と ころ

・他 の 地域 とっ な が りの あ る と ころ ・自分 た ち の生 活 を支 え、 守 る もの

・自分 た ちの 生 活 を 向上 させ る もの ・人 と人 の結 びっ きの あ る と こ ろ

・昔 の 人 が っ く り、 受 け継 が れ て きた と ころ ・移 り変 わ る と ころ

2「 地域観」 を培 う 「教材 を開発す る4つ の観点」の設定

具体的 な学習 の素材 か ら児童 の 「地域観」 を培 うことがで きるよ うな 「教材 」を構成 す る

た めの ポイ ン トを 「教材開発 の観点」 とし、 どの 「地域観」 に迫 るのに も不Cl/欠 な要素 と考

え られ る ものを4っ 設定 した。 ここでい う 「教材」 とは、様 々な要素 を もっ社 会的事象(素

材)を 、学習 のね らいを達成 す るために再構成 した ものを指 している。

この よ うな 「教材開発 の観点」 を設定す る ことによ り、地域 や児 竜の実態 か ら 「取 り上 げ

るべ き教材」 をある程度 は っき りさせ る ことがで き、 さ らに地域社会 の社会 的事 象を生 き生

きとと らえ ることがで きると考 えた。
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教 材開発 の4つ の観点

A地 域 とわた した ちのっ なが り

自分 と地域 社会 の事象や人 々 とのっ なが り、他 の地域 と自分 たちのっ なが りを考 え

る ことに よって、 自分 も地域社会 の中で人 々 と共 に.生きてい ると気 づ く教材

B地 域 に生 きる人 々の願 い

生活 を よ りよ くしたい とい う地域社会 に生 きる人 々の願 いが伝 わ る教材

C地 域 で働 く人の姿

地域 で働 く人 々の思 いに寄 り添 って理解 で きる教材

D地 域 の人 々の役割

人 々 は地域社会 の中でそれぞれに役割 を担 ってお り、責 任を果 た して いる ことに気

づ く教材

3「 地 域観 」 「教 材 開 発 の4つ の 観 点 」 を織 り込 ん だ指 導 計 画 の作 成

指 導 計 画 を 作 成 す る際 は、 まず、 各 単 元 にお い て 「迫 りた い 地 域 観 」 を 設 定 し、 そ れ を 念 頭

に置 きな が ら学 習 素 材 を収 集 す る。 さ らに 「教材 開 発 の4っ の 観 点 」 に沿 って 学 習 素 材 を 整 理

す る。 こ の よ うに二 っ の 方 向 か ら 「教 材 」 を 構 成 す る こ と に よ っ て 「取 り上 げ る べ き教 材 」 が

うか び あ が って く る。 この教 材 を もって 学 習 活 動 を 展 開 して い くこ とに よ って、 児 童 が 「地 域

社 会 の 中 で 生 きて い る」 こ とを 感 じ、 「地 域 とは 自分 た ち に と って ど の よ う な もの で あ る か 」

とい う 自分 な りの 「地 域 観 」 を持 っ こ とが で き る と考 え た。 このよ うな学 習 を年間 を通 して行 っ

て い くこ と に よ って地 域 の 一 員 と して の 自覚 や 地 域 へ の 愛 着 を 持 っ こ とが で き る と考 え た。

地域 の見方 ・考 え方 を深 める教材開発

「火事か らくら しを守 る」の事例

地域 とは生活 を支え、守 るもの 地域 とは人 と人 の結 びっ きがあると ころ

素

材

・学校 には消火栓や非常扉が決 められ た位置 に設置 されている。
・110番通報 から5分 以 内で消防車 が現場に到着す る。

・消 防士 の人々 は、常 に厳 しい訓練 を してい る。

・火災時には救急隊員、 ガス会社、電力会社、警察 など も現場 に

かけっけ る。

・地域 の空手 の先生 が消防団 員である。

・消防団 は自分 たちの町は自分たちで守 るとい う目的でっ くられ

ている。
・消防団 の人 々は自分の仕事 が休みの時、様 々な訓練 を受 けて い

る。

・消防団 の人 々は日頃か ら地域の見回 りや地域の イベ ン トに参加

している。

(こ の素材 はあ くまで代表的 な例)

W

1地 域 とは生活を支 え
、守 るもの(取 り上げ る教材) 地域とは人 と人の結びっ きが あるところ(取 り上 げ る教材)

A
防火 と自分た ちの生活の っながり 防火と地域 の人 々のっ なが り

(防火施設 の設置 個所、使 い方) (消防団員の構成)

B
火災を防 ぎ、生命 を守 ろ うとする人 々の願 い 地域を自分た ちで守 ろうとす る人 々の願 い

(消防士 の人々の使命感) (消防団設置 の意味、消防団の 人々の使命感)

C
火災を防 ぎ、生命 を守 る人 々の姿 地域を自分た ちで守 る人 々の姿

(消防署の勤務のしくみ、訓練の様子、消火活動の様子、装備や設備の工夫) (消防団 の仕事、訓練 の様子)

D
防火活動に携わる人々の役割

(火災現場・概 火災・発生から消火まで・過顯 係諸機関の動き)i(消防団の火災現場での役割、消防士との協力の様子)
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1

2

3

実 践事例① 「多摩 に文化 を はこんだ人」(13時 間)

単 元で培 いたい 「地域観」

・自分 たちの生活 を向上 させ る もの。

・昔 の人 がつ くり、受 け継 がれて きたところ。

単元 の目標

地域 の文化 の向上 に尽 くした相澤五流 ・伴主 の業績を具体的 に調べ考え る ことを通 して、

・地域 の人 々の願 いや努力が生活 を向上 させ たこと

・地域 の文化 が現 代 の人 々によ って受 け継がれて い くことを理解 し

「地域観」 を培 い、地域 に対す る誇 りと愛情 を育て る。

「地域観」 と4観 点 のっ なが り

地域 とは自分たちの生活を向 ヒさせるもの(教 材)

一一-丁

地域とは昔の人がつくり、受け継がれてきたところ(教材)

A

っ ながり

五流 ・伴主と多摩の人々のつながり

(五流の絵の残る地域 ・伴主の弟子のいた地域)i

一.一 一.一一 一「二2
_

五流 ・伴主と現代の地域とのっながり

(墓に残る碑 ・現代五流や伴主を研究する人々)

B

願 い

文化にふれ、育てることでより心豊かな生活をしたいという人々の願い

(五流 ・伴主 ・多摩の人々の願い)(現 代五流や伴 ドを研究する人々の願い)

c

姿

1-一 一一一

文化を人々に広めようと努力する人々の姿

(五流 ・伴主、多摩の人々の文化を広める具体的な姿)(現 代五流や伴主を研究する人々の文化を伝える姿)

D

役 割

文化を支え、伝えていこうとする人々の役割

(文化を伝える五流 ・伴主の具体的な活動、支えていこ

うとする多摩の人々の具体的な活動)

i

郷土の文化を伝える人々の役割

(現代五流や伴ギを研究する人々の思い)

一.一 一 一一 一一 一 一一 ・ 　

4学 習指導計画 全13時 間

過

程

学習のねらい 教材開発の観点 取 り上げる教材 ・主な活動 ・学習問題lr繊 観」にせまる

児童の言葉などA B C D
9

つ

か

む

郷土の文化人である相

澤五流と伴主の存在を

知り、関心をもち調べ

てみようとする意欲を

持つ。

・…・・1時間

O

l

0

し

lI
l

ll

・五流 ・伴主の墓にあ

る碑やそれが置かれ

ている理由を語る人

→

○ 「墓 と2人 の業績を書いた碑」

「なぜ碑が置かれたのか説明を

する教育委員会の人」を写 した

ビデオを見て、郷⊥の文化人と

して取りhげ られている五流 ・

伴主の存在を知 り、学習問題を

つくる。

*五 流 ・伴主のことを調べ物語を

つくろう!

〈 知 り た い こ と〉

・この 人 の絵 は ど こに あ る

の か 。

・2人 は ほ か の絵 もか い た

の か な。

1.絵 は ど の く ら い う ま い の.

l
i

調

べ

る

物語をっくるための計

画や方法を話 し合 う。

……1時 間

0 0

0

O

I

0

・江戸の文化を吸収 し

た五流 ・伴主

・ 「五流や伴主の業績」

・ 「生花や絵をかざる

ことを求あた多摩の

人々」

〇五流と伴主にっいての情報をひ 〈どんなことを調べるか〉
…

l
I

・2人 の絵を詳 しく調べる。

〈どうやって調べるか〉

・教育委員会の人に聞 く

レ(絵 など・・… も・

ろげる。

*ど うしたら物語はできるかな。

○物語を作るためにはどんなこと

を調べる必要があるか、またど
1の ような方法で調べるといいか

話 し合い、物語の柱となる登場

人物を考える。

がある所にいく
}一 」一

・近 所 の 人 か ら聞 く。
　

五流の作品や業績を通

して、その背景にある

人々の願いや努力に気

づ く。……4時 間

O

lO

i

0

O

I

・五流の絵が残る場所

・常楽寺阿弥陀堂の天

井画

*五 流さんの絵を見にいこう!

〇五流の修行時代のことや作品の

残る地域を知 り、多摩の人々の

っながりを考え、見学の準備を

する

〈五流 さん の 気 持 ち〉

・ず っ と残 る もの だ か ら、

し っか り絵 を か く。

(受 け 継 ぐ)

・この絵 が い っ まで も残 り

ま す よ うに 。--}　
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、

○寺に残る絵を購 しに行き、司

流の業績を知る1

○絵を見た感想を話 し合い、五流

とその弟子たちの願いや多陶1
1人 々 の願 い を考 え る

。

伴主の業績を通 してそ

の背景にある人々の願 0 o! ・生花の良さや楽 しさ *伴 主さんはどんな人?

調
いや 努 力 に気 づ く。

・…2時 間 0

ll

・o

を語る人

・生花をひろめる手段

○生花の体験を しなが ら、多摩の

人々が求めた生花がどのようなi

の 「允中挿花画」 ものか知 り、人々の願いを考え1

0 0 ・允中流の創始の意味 る 。

○伴主の修行の様子や 「允中挿花

0 O ・伴主の出張稽古をし 画」をっくった 過程や伴ギの

べ た範囲 教え ・稽 占の方法を知り、どの

ように允中流をひろめたか、ま

た伴主の活動が多摩の人々にど

ういう影響を与えたかを考える。

る 地域の文化を世に出し i
、 お宝発見,?「 調柵li惣 画 図、1

たいという人々の願い 0 ono1 0 ・ 「調布玉川惣画図」
…

○ 「調布玉川惣画図」を見て、当1

を 考 え る。 を出版するまでの人々 時の人がどのような気持ちでこi

… …2時 間 の努力や協力をおさ の絵を見たか考える。

1 えた話 ○ 「調布玉川惣画図」ができるま

1 での人々の協力や努力をパネル

0 1 ・出版 しようと した人 々 シ ア タ ーを 通 して 理 解 し、な ぜ

1 の願い 人々は協力して 「調布玉川惣画

図」をつ くったのか人々の願い 幽

を考える。!

五流と伴主の業績を自 0 0 CO ・五流 ・伴主の研究を ○調べてつかんだ・とを槻 し例

分なりの言葉でまとめ している方々の文化 語をつ くる・1
ま
る 。 を伝えようとする思 ・わ か らな い と こ ろ は 、研 究 して

と ・3時 間 いや姿 いる方に聞きに行 ったり、図書

め 館 へ 行 っ た り して 調 べ る。

・途中で研究 している方にア ドバ

る
イ ス を して も ら う。

レ 絵を大切にしよう・
(受け継 ぐ)

明るい気持ちになるかも。

(生活の向一L)

1〈伴 主さんの気持ち〉

・生花を広あたら村の人が

知 って うれ しい。

ん行 くよ。

(受 け継 ぐ)

〈村の人の気持ち〉

・花が好きだか ら広あてく

れてうれ しい。

・生花をうちの部屋にも置

きたいな。

(生活の向 ヒ)

ん の絵だから、みんなで

協力 して出版させてあげ

よう。ア

・五流さんと伴主さんの地

図が見られるなら手伝お

う。いい本ができるとい

な。ア

1・ 広 め る とい うの は 、 み ん

なに(い ろんな人に)教

えてあげる事だと思う。

A

・あ一んなすごい五流さん

と伴主さんが多摩にいる

なんて感動するな一。イ

5考 察

最 初 の段 階 で は 「地 域 観 」 にせ ま る言 葉 と して あ げ られ るの は、 地 域 の人 ・もの を 指 す 言葉

だ けで あ るが 、 具 体 的 に五 流 ・伴 主 の業 績 を調 べ る学 習 に入 った あ た り か ら、 「生 活 の 向 上 」

や 「受 け継 ぐ」 と い うこ と に近 づ く言 葉 が児 童か らで るよ うに な った。 さ らに学 習 が 深 ま る に

つ れ 、 多 くの児 童 が 、 ア の よ うに、 人 々 が っ な が りを も って 「生 活 を 向 上 させ て い る」 姿 や、

イの よ うに 「受 け継 が れ て きた」 こ とを語 るよ うに な った。 この よ うな こ とか ら 「教 材 開 発 の

4つ の観 点 」 にそ っ た教 材 が有 効 に働 き 「地 域 の 見方 や考 え方 」 が 深 ま っ た と いえ る と考 え ら

れ る。

ま た、 物 語 づ く りで は指 導 者 の意 図 を超 え て、 分 担 さ れ た ス トー リーの 中 に 自分 た ち を 登 場

させ て、 愛 情 を も って150年 前 の人 物 を語 る児 童 が 多 か った。 こ の こ と は 「地 域 観 」 に 基 づ い

た見 方 や考 え 方 を す る よ うに な った こ との表 れ で あ る と考 え られ る。
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Vd実 践 事 例 ② 「 私 た ち の く ら し と買 い物 」

1単 元 で 培 い た い 「地 域 観 」

・自分 た ち の生 活 を 支 え、 守 る もの ・他 の地 域 とつ な が りの あ る と こ ろ

・自分 た ち の生 活 を 向 上 させ る もの ・様 々 な仕 事 が あ り、 人 々 が 働 いて い る と こ ろ

2単 元 の 目標

自分 た ち の住 ん で い る清 瀬 に は販 売 に関 す る仕事 が あ り、 そ れ らは ・ 「生 活 を支 え て い る も

・ 「販 売 ・消 費 を 通 し地 域 や 他 地 域 との っ な が りを 持 っ もの で あ る こ と」 ・ので あ ること」

「販 売 に携 わる人 々や買 い物 をす る人 々に は様 々な願 いや工夫 や役 割 が あ る こと」 を資料 や見

学 ・観察 か ら調 べ特色や関連 を考 える中で地域観を培 い、地域の一員 と して の自覚 を.育て る。

3.「 地域観」 と4観 点 のっなが り

自分たちの生活を支え、守るもの 自分たちの生活を向上

させるもの

様々な仕事があり、人々
が働いているところ

他の地域 とっながりのあると
ころ

A
っ ながり

自分 た ち と ス ー パ ー マ ー ケ ッ トと の っ な が り
//
地域にあるスーパーマーケッ
トと他の地域のつながり

(商品の仕入先、産地)(家族が買い物によく利用する店) 1

B

願 い

買い物をする地域の人々の願い //1
/一/1

//1

/L/
(買 い物をするときの店選びの理由・

買い物をするときの心がけ、失敗)

c

姿

買い物をする人々の願いを実現するために働 くスーパーマーケットの人々の姿
1

/
(よ りよい商品を提供 しようとする働 く人々の具体的な姿)

D
役 割

買い物をする人々の願いに応えるスーパーマーケットの仕事の工夫

.一`'.(消費者の願いに応える働 く人々の役割)

4.学 習指導計画全21時 間

過

程

学習のねらい 開発の観点 取り上げる教材 ○主な活動*学 習問題 「地域観」にせまる児童
の言葉などA B C D

つ

か

む

3

時

間

自分や家族の買
い物経験につい

て話 し合い、買
い物調べの結果
から買い物の様

子をっ かむ。
(3時 間)

0
・買い物によく

利用する店

○ 買 い物 調 べ を1週 間 す る。
「ど こで 」 「どん な もの 」 「工 夫 」 につ い て調 べ る。

*家 の人 は どん な店 で 、 どん な もの を買 っ て い る の だ

ろ う。

○ 買 い物 調 べ の結 果 を グ ラ フ に ま と め、 グ ラフか らク

ラス の買 い物 の様 子 を考 え 、 学 習 問 題 を作 る。

*ど う して み ん なが 、 ス ーパ ー マ ー ケ ッ トに行 くのか、

ひみ つ を さ ぐろ う。

買 い物 調 べ で は、 ほ
とん どの家が スーパ ー

で買 って い る こ と に

気 づ い た。
「安 い 、近 い、 品 物

が揃 って い る。」

調

:
15

時

間

買い物をする人
の願いが、スー
パーマーケット

の販売の工夫に

生かされている
ことに気づ く。

(5時 間)

0 0 買 い物 をす る時
の理 由

スーパーマーケッ

トの施 設 ・設 備

○なぜ、スーパーマーケットを利用するのかを、買い

物調べカー ドの「工夫」欄か ら予想 し、確かめにいく
ための見学の計画を立てる。

○第1回 買い物探検

「食べ物が腐らない
ように、温度管理を
しているよ。」「ゴミ
が増えないように野

菜は裸で売 るよ。」
「いろいろな品物が

あって便利だよ。」

スーパ ーマーケ ッ

トで 売 られ て い

る商 品 が 、 他 地

域 とっ なが って
い る こ と に気 づ

く。(2時 間)

0 商品の仕入先 ・
産地

○広告や段ボールか ら商品の仕入先 ・産地を調べ、地
図に表 し、他地域とのっながりを考える。

店内の段ボール箱の
産地名に気づいた。
「どうしてよそか ら
品物を買うんですか。」

写真によってスー
パーマーケット

の人と出会い、

見学・取材 を通
して働 く人の願
いに気 づ く。

(6時 間)

0 0 注文を受けてか
ら魚をさばく、
鮮魚担当Aさ ん
のこだわり

肉の安全に気を
配る精肉担当B
さん

売れ筋1位 のあ
んパンのおいし

さを守るCさ ん

一 一一 一 一

〇 スーパーマーケットで働 く人の写真を見て、どこで
どんな仕事をしていた人か考える。
*ど んな人が働いていたのでしょう。どんな仕事をし

ていたでしょう。
○働く人に注目したスーパーマーケット見学の計画を
立てる。働 く人の 「願い」「喜びlr工 夫 ・努力.1を視点
とする。

○第2回 買い物探検
*働 く人のひみつをさぐろう。

○調べたことを、顔写真のはった模造紙の下に書き込
んでいき整理する。

○模造紙などから、働く人の願 いを話し合う。

「商品を新鮮なうち
に食べて欲 しいそう
です。」「おいしいの
は、○σさんが、が
んばっているからだ

轟 瓢
ばっているので驚 き

ま した。」
1店長 さんやお店の

人にお礼の手紙を書
きたい聾 」 ア
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買い物をする人 0 買い物をする時 *買 い物をする人のひみつをさぐろう。

の願いがわかる。 の心がけ

(2時 間) スー パ ー マ ーケ ッ ○導入時に使った買い物カードを参考にしながら、スー
トに希望するこ パ ー マ ー ケ ッ トの お客 さんや、家 の 人 に イ ンタ ビュー

と を して買い物をするときの願いを調べる。(家 庭学

習)

LLgL
Siい 物 の 失 敗 ○調べたことを発表し合い、買い物をする人の願いを知る。

ま 消費者としてよ 0 0 0 0 買い物をすとき *☆ ☆の材料を買ってみよう。

と りよい買い物の の心がけ ○買い物計画カードに、これまでの学習を生か して、

め 工夫について体 買い物に対する自分なりの作戦を書 く。
3 験的に理解する。 お礼の手紙を書く。
時 (3時 間)
間 ○作戦に沿って買い物をする。

買い物の秘密を調べ

る。
「表示をよく見る。」

I

lる物を買う。」「安い

}物 を買 ったが、使わ

なか った。」

買い物体験
「日付を見て買った

よ。」_L壁 は
がLて いないのを

買ユたよ。」 イ

5.考 察

4観 点 を通 して教材化を行 う際、地域 の人 の働 く姿や、 その人達 の持つ願 いに 目を向 け させ

た ことで、児童 と働 く人 の心理的 な距離が短 くな ったと感 じる。児 童の中か らは、 アの よ うに

「おい しいの は○○ さんが頑張 って くれてい るか らだ」 「店長 さんにお礼 を 言いた い」 などい っ

た声が多 く聞 かれた。 こうした学習 の積 み重 ねが、 自分 たちの生活 が地域 に支え られて い る と

い う意識 や、地域 で働 く人 たちに対 す る愛着 にっなが るのではな いか と考え る。 また、学 習 の

まとめで は、 イの よ うにそれまでの学習 を活 か し、 自分 たちの生活 の向上 にっ なが り、主 体 的

に地域 にかかわ って い こうとす る児童 の姿 も見 られた。

V皿 研究 の成果 と課題

《成果》

○社会 的事象 の特色 や、相互 の関連 にっいて考 え る中で、「っ なが り」「願 い」「姿」 「役割」 を

見 っめ ることは、 自分 たち との接点 を考 え させ ることにな り、対 象 との心理的 な距離 を縮 め

る ことに もな ったので、4観 点 での教材開発 が有効 であ った と思 われ る。

○児童 に培 いた い 「地域観」 を8項 目選定 し、各単元 での目指 す 「地域観 」 を明確 に して働 き

か けた結 果、地域 を身近 な もの、 自分 とかかわ りのあ るもの と して と らえ る ことが で きるよ

うにな り、地 域 に対す る愛着 を示 す言葉 をあげ る児童 も見 られ るな ど、地域 の見方 や考 え 方

の変容 が見 られ た。

○ 自分 た ちの住んで いる地域 の概念 を基 に して、他 の地域 との関連 やっなが りを見っ め られ る

よ うにな った ので、地域 の見方 や考 え方 が深 ま った と考 え られ る。

○児童 に培 いた い 「地域観」 を念頭 に置 きなが ら学 習素材 を収集 し、それを 「教材開発 の4つ

の観点」 に沿 って整理 してい くことで、指導 計画作成 にあた って教材の選定 をす る際の一 つ

の基準 が明確 にな った。

《課 題》

○ 「地域 観」が培 われたか どうか は、学 習の まとあの記述 や児 童のつぶや き、行動 で見 とる こ

とと したが、単元 の学 習終 了後 に 「地域観」 にかかわ る児 童の 言動が見 られ ることも多 く、

見 とりの時期 や予想 が難 しい。 支援、評価 につ いて今後 も研究 を深 めて い きたい。

○学 習指導要領 の目標 や、 内容、 児童の実態 か ら培 いた い 「地域観」 を設定 したが、地域 社 会

に対 す る誇 りや愛情、 自覚 を育 て るたあ には、「地域観」 の内容 の吟味 が必要で ある。

○作成 した教材 を、指導計 画や学 習過 程の どの場面 に位 置付 けるとよ り有効 であ るかを探 るこ

とは、今後の課題 であ る。
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研究主題 〈第5学 年分科会〉

児童が社会的事象の意味を確かにとらえることのできる教材開発の工夫

1研 究主題設 定の理 由

5年 生 の社 会科で は、 わが国 の産業 と国民生活 との関わ り、国土 の様 子にっいての理 解 を

通 して、国民生活の維持 と向上、産業 の発展 に関心 を もち、国土 に対す る愛情 を育て る こと

をね らいと して いる。 このね らいを達成す るためには、児 童一人一人が社 会的事 象を確 か に

理解 し、調べ た ことを もとに社会 的事象 の意味 を考 える ことが必要 であ ると考えた。 しか し、

追究 した り、 わか った ことを表現 した りす る活動 に比べ る と、調べ た ことか ら社会的事象 の

意 味を考 える学習場面 は少 ない傾 向にあ ると思 われ る。

そ こで、児童 が自 ら進 んで課題 を追究 した り、 自分 の生活 との関 わ りを もとに社会的 事象

の意味 を考 えた りす るたあに有効 な教材 の開発 が必要 であ ると考え、本研究主題を設定 した。

II研 究 の内容

○教材化 の視点 について

社会 的事象 の意 味を考え るため に、学 習の中で取 り上 げ る事実を丹念 にっ かむ ことが必 要

で ある。確 かな事実 認識を もたせ るために次の3っ の視点 により教材化 していくことに した。

1児 童 とのつなが り2産 業 に従事す る人々の工 夫や努力3国 民生活 を支 えている

1な ぜ 「児童 との つ な が り」 な の か

意 欲 的 に学 習 を 展 開 す る た め の課 題 意 識 を高 め た り、 自分 の生 活 との関 わ りに つ い て 考

え た りす る た め に は、 よ り身 近 に感 じ られ る(っ なが りの あ る)素 材 を教 材 化 す る こ とが

大 切 で あ る と考 え た。 「知 って い る」 「見 た ことが あ る」 「使 って い る」 「自分 とっ なが りが

あ る」 等 の 視 点 を もっ 教 材 は、 児 童 に と って興 味 が わ き、 意 欲 的 に調 べ る こ とが で き る と

考 え た。 だ か ら 「児 童 とのっ なが り」 とい う視 点 を設 定 した。

2な ぜ 「産 業 に従 事 す る人 々の 工 夫 や 努 力 」 な のか

産 業 の 発 展 を願 った り、 国 土 に対 す る愛 情 を深 めた りす るため に は、産 業 に従 事 す る人 々

の活 動 の 様 子 を理 解 し、 工 夫 や努 力 に っ い て児 童 が 自 らの考 え を もっ こ とが 人 切 で あ る。

また 働 く人 の生 き様 は児 童 の心 に訴 え る力 が強 い。 だ か ら 「産業 に 従 事 す る人 々 の工 夫 や

努 力 」 と い う視 点 を設 定 した。 そ して、 この視 点 を高 い生 産 性 、 よ り高 品 質 、 安 全 ・環 境

へ の 配 慮 、 消 費 者 の ニ ー ズ な どの 点 か ら具 体化 しな が ら学 習 内容 を 検 討 した。

3な ぜ 「国 民 生 活 を支 え て い る」 な の か

「国 民 生 活 を支 え る」 とい う視 点 を もつ こ とに よ り、 自分 との か か わ りだ け で な く、 よ

り広 い視 野 か ら考 え る こ とが で き、 個 々 の 事実 間 の っ な が りが 理 解 で き る。 そ こで 「国 民

生 活 を支 え る」 こ とを 具 体 的 に理 解 す る ため に 外 国 との 関係(輸 出 、 輸 入)、 産 業 で 生 産

され た も の を運 ぶ こ と(運 輸 に関 わ る こ と)、 国 民 生 活 に と っ て の価 値 な どの 視 点 を設 け 、

学 習 内容 を検 討 した 。
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皿 研究構想図

教育改革の流れ
・豊かな人間性や社会

性、国際社会に生 き

る日本人 としての自

覚の育成
・自ら学び、 自ら考え

る力の育成
・基礎基本の充実およ

び個性を生かす教育

の充実
・特色ある学校づ くり

(教育課程審議会答申

より)

全 体 研 究 主 題

社会科で身にっける力を明確にした

教材開発のあり方
___

第5学 年分科会研究主題

児童が社会的事象の意味を確かに

とらえることのできる教材開発の工夫

「社会科教育の課題

団;1欝

児 童 の 実 態
・初めて出会 う社会的

事象に関心を示す。
・調べる活動 に意欲的

に取 り組む。
・体験的活動 に意欲的

に取 り組む。
・情報収集の仕方に個

人差がある。
・話 し合 い活動 の仕方

がf一分 に身に付いて

いない。

_研 究 の ね ら い
産業や国土の学習について教材化の視点を明 ら

かにするとともに、その視点か ら社会的事象の

意味を考えることのできる教材開発を行 う。

社会科

第5学 年の目標

一

研 究 の 仮 説 一

児童が社会的事象の意味を確かにとらえるには

自分 とのっながり、人々の工夫や努力、国民生

1活 との関わりを視点 として教材の開発を行 うこ

研究の内容

「人を取 り巻 く状況

卜 社会の変化がよ
り複 雑 化 して い

る。

・人 々 の営 み が 見

え に くい。

・人 間 関係 が 希 薄

にな ってい る。

・人 との 関 わ り方

を知 らな い 子 が

増 えてい る。

①教材の選定

○社会的事象の意味をっかむために →

有効な教材であるか3っ の視点か

ら分析する。

産業に従事する人々の

工夫や努力

②教材を構造化する。

03っ の視点を通 して学習する

内容を教材構造図に表す。

③指導計画の作成

0教 材構造図に表 した学習

する内容をもとに指導計

画を作成する。

⑤検証

○児童の姿を通 して授業の分析をす る。

・ワークシー ト・発言 ・作品等より

○授業改善にむけて検討する。

育てたい児童像

産業や国土の保全に従事する人々の工夫や努力にっいて調べたり、自分の生活 との

関わりについて考えたりしなが ら、社会的事象の意味を確かにとらえ られる児童
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IV教 材化への プ ロセス

1教 材の選定 につ いて

以下 の図 は、前述 した3っ の視点 を もとに、 っかませたい学 習内容 を抽 出 し、工業単 元 に

お いて どの教材 を選定 したかを表 した ものであ る。 つかませたい学 習内容 は、教科書、 資料

集、パ ンフレッ トな どの記述 か ら抽出 した。実 際の学習 において、 どの事 例地 を扱 うか にっ

いて は見学 の可否、 資料収集活動 の しやす さな どを もとに選定 した。3っ の視点 を もとに抽

出 したっかませたい学 習内容 か ら、社会的事象 の意味を考 え るの により有 効で ある と思 わ れ

る教材 を検討 した結 果、A校 で は 「自動車工業の さかんな豊 田 市」を教 材 と して選定 した。

その主 な理由 は以下 の3点 で ある。

○ 自動 車生産 日本一のT自 動車会社 は自分 たちの生活 と関わ りが あ り、 コマー シャル、広 告

な どで知 って いる。

○働 く人 々の工夫や努力をT自 動車会社の ビデオ視聴や、イ ンタビュー等によりとらえやすい。

○課題 を追究す るたあ の資料 をT自 動車会社、お よび学校のそ ばの販売店 か ら収集 しやすい。

製鉄工業の
盛んな川崎市

一 児童とのつながり

(図1)3つ の視点 つかませたい学習内容

検 討 した主 な工 業

ト わた したちの身の回りには鉄を使用 した製品がたくさん 0

働 く人々の工夫
や努力

一

ある。
一製鋼炉 は24時 間操業 して いる

。
一注文 に応 じて鉄を様々 な形 に加11す る

。
一コンピューターを使 って生産の連続化 ・高速化 を図 る

。
一有毒 ガスの発生をお さえなが ら生産 して いる

。

n

ヨ 国民生活を支えるト[購 羅 講 羅 ヱ懲 掛 ている・ 0

自動車工業
の盛んな豊田市

一
一わた したちの回 りには様 々な種類

、形 の自動 車があ る。

児童 とのつなが りH一 通勤、 レジャー、買 い物で 自動車 を利用 してい る。
一自動車の性能、よさにっいて知 っていることがある。
一組立工場では効率よく作業 している。
一 組立 ラインでは安全に作業できるように1二夫 している。
-T自 動車工場は市内の関連工場 と協力 しあっている。
一関連工場では部品を期 日、時間を守 って製品を納め、効

率よく作業 している。
一安全性や環境に配慮 した自動車を研究、開発 している。
一生産 された自動車は海外へ輸出されている。

国民生活を支えるH一 自動車は製品や商品の流通に役 、アっている。
一自動 車は船 や トラックで消費地 まで運 ばれてい く

。

n

働く人々の工夫
や努力 0

一 0

石油化学工業の
盛んな市原市

ヨ 児童とのっながり匹鶉 鷹 奢講 類圭ヒ雅 総 島 多い.
0

働く人々の工夫
や努力

一

一石油製品 を作 るには
、様 々な装 置があ り、 コ ンピュー タ

で管理 されている。
一製油所 や タンクでは

、安全 を守 るために努力を している。
一製油所 では

、環境 に配慮 しなが ら石油製品を作 っている。
一燃料 の安定供給 のたあに備 蓄 されてい る

。

n

■ 国貼活を支えるト[砦舗 瀞 鞭;う磐鱗 蘇 翻
てい,

n

〒

3つ の視点をもとに抽出 したつかませたい学習内容が社会的事象の意味を考えるときに、 一

児童にとってより効果的な内容か検討 した結果を◎、○、△で表 し、選定の基準とする。

この よ う に して 選 定 した教 材 を教 材 構 造 図(図2)に 表 して い く。
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ー

一
ω
1

2教 材構造 図(図2)

自動車工業 の

さかんな豊田市

〈中心概念〉

1自 動車の生産に携わる人々は

消費者のニーズに応え、大量

で多様な製品を生産するため

に、生産の仕組みを整えたり

新 しい技術の開発に努めたり

している。

※この教材構造図をもとに

指導計画(図3)

を表 してい く。

教材講灘図鞠成の手順

社会的事象の意味 つかませたい学習内容

わた したちの回りには様々な種類や形の

自動車がある。
わたしたちの生活は自動車と

かかわりが深い。

一

Lつ ながり

1_
}

8

勇

を旛 ちは生活の輔 動車を利用し気 一 一11

気llS;;

■ 組立工場では正確に作業をす
」

つながリ

」 組立ラインでは安全に作業できるようにi、
1工 夫 している。E、

工失 ・努力るための様々な工夫や努力をト幽i

Iし ている。
__..___.______一..一__「.____.__, 醤 静ではT確に・効撃 一艦 刻 ・

、8r
一

ヴ
、,r

二二立 ～
1「

一 ミ漢

薫
巳

自蕪 艶騨 謝 関連工場と例
関連工場では部品の品質を高

めるための様々な工夫や努力

をしている。

一

工夫 ・努力一

『 関連工場では部品を期 日、時間を守って
製品をおさめ、効率よく作業している。 『隷LN斗

事 実

、・ トラ ッ ク ・バ ス ・乗 用 車 を 多 くの 人 が 利 用 して い る。

"・自動 車 を通 勤 、 買 い物 、 レジ ャ ー な どで 利 用 して い る。

,1・様 々 な 種類 の 自動 車 が 広 告 や コマ ー シ ャルで 宣 伝 され て

一 一11

い る。

・自動 車 に よ って い ろ いろ な よ さ(人 が た くさ ん 乗 れ る、

荷 物 が た くさ ん積 め る、 形 が か っ こ い い等)が あ る。

工 ・ カ

安全性、環境に配慮 したり、

障害者のニーズに応える自動

車の開発にっとめている。

貿易や運輸の働きと自動車工

業は密接に関わっている。

安全性や環境に配慮 した自動車を生産 し
ている。

工 ・

消費者の注文に応 じた自動車生産を して
いる。

工 ・努力

生産された自動車は海外に輸出されてい
る。

えている

世界各国に工場を作 り自動車を生産して
いる。

えている

自動車は船や トラックで消費地まで運ば
れていく。

えでいる

自動車 は国民の交通手段として発達 して'
いる。

えている

11・ 作 業 ロ ボ ッ トの ま わ りに は さ くが あ っ た り、 人 が近 づ く
と 自動 的 に止 ま った りす る。

二 弧:QtQf:薄 交鷲 捲 撮 堺享駿 鞍 孚1、。.
ミミ=Y4領 ・ひ も ス イ ッチ で作 業 の遅 れ や 間違 い に 対 応 して い る。

漢i灘 難難 葺望譲鉦蒙婁畿
・1台 の 自動 車 に は約3万 個 の部 品 が使 わ れ て い る。
・T自 動 車 は約250社 の 協力 会 社 と部 品 作 りを して る。
・ジ ャ ス トイ ン タイ ム方 式 が 採 用 さ れ て い る。
・流 れ 作 業 で 作 業 を して い る。
・部 品 の 注 文 は コ ン ピュ ー タで行 って い る。
・自動 車 工 場 で は作 業 が2交 替 制 で行 わ れ て い る。
・新 車 の 開 発 に は約4年 間 と い う長 い 時 間 を か け て い る。
・エ ア ーバ ッ ク、ABS等 の安 全 装 備 が な され て い る。
・ク リー ンエ ネ ル ギ ー車(電 気 自動 車 ・低 公 害 車 ・ハ イ プ

リッ ドカ ー)が 開 発 され て い る。
・衝 突 実 験 な ど、 あ らゆ る テ ス トを行 って い る。
・廃 棄 物 の リサ イ ク ル(金 属 、 水 、 油)を して い る。
・ リサ イ クル しや す い材 料 を使 って生 産 して い る。
・1台1台 に 指 示 ビラが 貼 られ、 注 文 通 りに自動 車 を作 る。
・い ろ い ろな デ ザ イ ン ・品 種 が あ る。
・453万 台 輸 出(平 成10年)し て い る。

・T自 動車会社 は海外工場で自動車の生産を行 っている。
・外国の自動車会社と協力 している。

国民生活や他の産業と自動車

工業は密接に関わっている。 自動車は各産業の貨物輸送手段 として活
用されている。

支発ている

1・、・自動 車 運 搬 船 を 使 って 輸 出 して い る。

、,・キ ャ リア カ ー を 使 って 消 費 地 に 運 ぶ 。

舶 動車保解 は国民,人 。1人 の害ll合で あ。。
巳・旅客輸送量は鉄道輸送の倍以上の66%を 占めている

。
・高速道路などの道路が整備されてきている。

・トラック輸送 として宅配便が広 く活用されている。

・原材料や製品の運搬に自動車は活用されている。

有旨導要領の目標をうけ、
て中心概念を明 らかに
する。

、 ノ

→

櫛 心概念を形成するため
に、欠かす ことので きな
い社会的事象の意味を明

植 かにする・

6薮材選定の際に抽出したっかませ、

欝 響 社会的事象の意味と関1・

＼ ノ

畷轟薯繍 翼騰 難 鯖 郷'
ら抽 出す る。

Lノ
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1

3指 導 計 画 作 成(図3)・ 「自動 車 工 業 の さ か ん な 豊 田市 」 の 実 践

児童にとって身近なもの、自分とのっながりのあるものか ら学習をはじめることは具体的でわかりやすいと考えた。 そこで教材構造図に表 したっかませたい学習内容
の 「つながり→工夫 ・努力→支えている」 という大まかな順序で学習を構成することが有効であると考え指導計画を作成 した。

ね ら い 鮒 開発の槻点 つかませたい 主 な 学 習 活 動 ※支援 ・口資料 児童の感想 ・考え

つながリ工夫努力 支える 学習内容 A児 B児

「 0わ たしたちの ・わた したちの まわ ○ 自動 車の コマ ーシ ャルを視聴 して ※ 自動車の コマーシ ャルを編 ・家族とか友達 と ・荷物が い っぱ い

まわ りには数多 りには様々な種類や どんな車が売 られているか知る。 集 して資料として見せる。 か旅行するとき車 入 る し、人 も い っ
旨

くの種類の車が 形の自動車がある。 口いろいろなタイプの車を印 の中が盛 り上がる ぱい入るのでお と

i1 あり、口常生活
で幅広 く利用さ

0 iO
・わ た したちは 自動 0自 分が車を購入するときどんな車

刷 したプ リン ト か ら。
・荷物が た くさ ん

く。広 々と して い

てよい。

: れ て いる ことに 1 車を利用 して生活 し がいいか選 び、その選んだ理由を考 ※各家庭 でのイ ンタビュー活 積 め るのが いい。

気づ く。

■1て いる・
え る。

1

動 と して聞 いて くる視 点を明

らか に してお く。

[ ～家庭学習～ ○各自、自分の家では車をどんな理由で購入 しているか、調べてくる。 家庭での聞 き取 り調査

1 0消 費者が求め
ているのはどん

。わ た したちの まわ

りには様 々な種類や

○各家庭ではどんな車を求めている
か発表する。

口自動車の広告 ・お母さんたちは

こんなにたくさん

・広告 にの って い

る車 を見て、現 在

2

な自動車か調べ
る。

O

形の自動車がある。
○持 ってきた広告をもとに、 自動車
会社ではどんな車を作 っているか調

※わからない言葉は説明を加
える。

考えて買っていた
なんてすごい。 も
し車を買うときは

の車はこんな性能
があるなんてすご
いと思 った。

べ る。 お母さんをみな ら
おうと思 った。

○車のよさや特徴を発表する。

0自 動車を観察 ・わ た したちの まわ ○実際に車を観察 してどんなよさや 口観察する臼動車 ・車 の部 品が2～ ・車の部品の数が

して、 どんな部 りには様々な種類や 特徴があるか調べる。 3万 こなんてぴっ 2～3万 こもあ る

品で組み立て ら
れているか知る。

形の自動車がある。 ※車 の内部、 ボ ンネ ッ トを あ

けて自由に観 察す る。

〈りした。なぜ こ
んなに部品を使わ

なんておどろいた。
外国の車はもっと

3 0 ○ 臼動車にはどんな部品があったか ないと車にならな す ごいと思 う。

見っ けて きた ことを発表 す る。 ※子どもたちの質問に答える。 いのか。ふ しぎだ。

○見っけてきた部品と実際に使われ ※実際に使われている部品の
る部品の大まかな数を比べてみる。 数を提示する。

○学習問題をっ 一 学習問題

か み、 自分 の調 みんなに喜ばれる車を作るため
べたい課題を設 にT自 動 車1:で 働 いてい る人

定 す る。 たちはどんなL夫 や努力を して
い るのだ ろう。

・2～3万 もあ る

部 品は どのよ う に

・部品はどの くら

いの工場で作 られ
作 られているのか。 てい るのか。

4 0
○調べる課題を決める。
・課題1ど のように して自動車は

できあがるのか
・課題2部 品工場はどのように部

品を作っているのか。
・課題3よ りよい車をつ くるため

にどのように車を開発しているのか。

※今までの学習を通 して課題
を決める。

・どのように車 は

組み立てられてい
くのか。
・工場はどんなと

ころにあるのか。
・自動車工場では

何人 ぐらい働 い
ているのか。

・1台 車を作 るの

にどのくらい時間
がかかるのか。
・自動車は作 られ

たあとどこに運ば
れるのか。その方
法は。



1

呂

t

・課題4で きあが った車はどのよ

うにして運ばれるのか。

○自動車がどの ・組立 ライ ンでは安 ○課題1に っ いて調べ る。 口教科書、資料集、自分のもっ ・組み立てる工場 ・よ うせつを や っ

ように作 られて 全に作業できるよう どのようにして自動車 はできあが て きた資料 まで ロボ ッ トが 活 ている写真を見て
いるか を調 べ、 に一L夫 してい る。 る の か 。 躍 していた。ロボッ すごい複雑な機械
11場 で 働 く人 々 ・組 立ライ ンの工夫 ※必要 に応 じて電 話や フ ァッ トはかかせないと が いっぱいあ った。

5
の1二夫や努力 に ・組 、ZL場 で は正確 自動式搬送装置 クスなど資料収集の方法を指 思 った。 車を作るのはすご

●
気づ く。

O
に、効率よく作業す ・作業 ロボ ッ トが使用 されて いる。 導 する。 ・正確に安全 に作 い大変だ。

16
1

るために1二夫を して
いる。

・ボデ ィーカバ ーが車にっいている
。

・注文 書が貼 って ある。 ※資料収集で手紙 の書 き方、
送 り方を指導する。

るにはロボッ トが
ないとできないが
人にしかできな い

・安全を守るため

にさくをたてた り
いろいろな工夫を 1

i

i-一一一 一

・消費者の注文に応

じた自動車生産を行っ
ている。

口臼動車会社から送 られてき
た資料

こともあ った。 して作業の人の安1

ヨ書織 ξ劉・自動車L場 は部品
一一一 　 -T-「

○課題2に っ いて調べ る。

一
・シー ト工場 で も

1

1・ 最 初に骨組 み を1
を作る関連Il場 と協 部品工場 はどの よ うに して部nnuを 口自分たちの質問に対する自 ロボ ッ トを使 って

1作
ってそれか ら布

力 しあって生産 して 作 って いるか。 動車会社か らの回答 い るけれ ど、 人 に をは りつ けて シー
い る 。 シー ト工場を調べ る。 よる作業も多か っ トが完成する こと

7 0
・関連 工場 では部nn

を 期 日、時 間を守 っ

・ジ ャス トイ ンタイム

・作業 の2交 代制
※専門用語にっいてはわかり
やす く説明する。 ㌧ トエ場のエ

が わか った。
・働 く人 の工 夫 は

て製品を納めている。 ・コ ン ピ ュ ー タ で 注 文 す る。 夫でそのまま運ぶ い っぱいある こ と
※調べてわか ったこ とにっい のではな く、順 番 がわ か った。 とて
て情報交換 タイムを設ける。 にシー トを積む工 も大変だと思った。

夫には感心 した。
・安全性や環境に配 ○課題3に っ いて調べ る。 ・車 に はいろい ろ ・ABSな ど す ご

慮 した自動車を生産 よ りよい車を作 るために どの よう な安全の工夫が あ いハイテクな装置

8 0 0
して い る 。 に車を開発 しているか。

・安全に対する工夫
り、その車を考え
た人はすごいなあ

が車には使われて
いる。

・環境に対する工夫 と思 った。
・人 にや さしい工夫

・自動車は船や トラッ ○課題4に っ いて調べ る。 ・場所 によ って車 ・船に自動車 を積

クで消費地へ運ばれ で きあが った車 はどのよ うに して を運ぶ方法をかえ むとき車と車 をぷ
9 0 0 て い く。 運 ばれ るのか。 ていることがわかっ つけずに入れるの

・キ ャ リア カ ー た 。 は本当に大変そう。
・自動車専用船

0自 動車工業に ・生産された自動車 ○海外へ輸出される自動車にっいて 口自動車の輸出入のグラフ ・日本の車は性能 ・外国の人が困 っ

おける日本と外 は海外へ輸出されて ・輸出、輸 入のバ ラ ンス 口海外にある自動車工場の分 がいいから外国か ていることを初め
10 国の関係にっい 0 O い る 。 ○自動車の海外生産の様子にっいて 布図 らも人気があるそ て知った。外国の
て調べ る。 ・日本は海外で自動 調べ る。 うだ。 日本車が売 車は日本でも買 っ

車生産 を している。 ・外国にある日本車工場の分布 れてうれ しい。 て いるの に。

○自動車の役割 ・安全性や環境に配 ○どんな臼動車が人々にとって必要 目 自分の ワークシー ト ・これからも安全 ・ガソ リンを使 わ

11
やこれか らの自
動車にっいて自

0 0
慮 した自動車を研究
開発 している。

なのか考える。
0自 動車が生活の中で果たす役割に

口自動車会社か らもらった資料 な車 を作 って い っ

てほ しい。
ずに走れる車が い
つかできるのは驚

分の考えをもっ。 っ いて考 え る。 いた。

○学習のまとめ ・自動車は生活や産 ○これまで学んだことをもとにT自 ※これか らの車作りや働 く人

12
として今まで調
べたことをもと 0 業に欠かせないものである。

動車工場で働いている人へ手紙を
書 く。

の工夫や努力に対する自分の
考えや願いを中心に書 くよう

に手紙 を書 く。 に視点を与える。



V自 動車工業 の学習の考察(3つ の視点か ら)

1児 童 とのつなが り

児童 とっ なが りのあ る自動車 を取 り上 げる ことで学習問題 をつ かむ段 階で は、広 告を 見 て

車 の種類や、 よさ、特徴 につ いて調 べ る時、意欲的 に家族 にイ ンタビュー した り、地域 の 自

動 車販売店 に行 って資料収集 した りす る姿 が見 られた。実際 に 自動車 を観 察す る活動で は自

分 の知 らない部品 について積極 的に質 問 した り、部品 の働 きにっいて も質問 した りす るなど、

関心 の高 ま りがみ られた。以上 の ことか ら、 興味が もて る、児童 とっなが りの ある素材 を教

材化 した ことは、 児童の課 題意識 を高あ るために有効 であ った と考え られ る。

2働 く人 々の工夫 や努力

「工場 で は車を買 う人 の注文 にあわせて作業を分担 し、 傷 ひとっつ けないで車 を作 るなん

てす ごい。」「お年寄 りや体の不 自由な人で も乗れ る車があ ることを初めて知 りま した。 車 は

どんな人 に も乗 って もらえるす ごい乗 り物だ と思 いま した。」「これ以上空気 を汚 さない よ う

な環境 に優 しい車を買 いたいと思 います。」等 の考 えが工場 で働 く人へ の手紙 に表れて いた。

以上 の ことか ら、正確 に作業 を進 めるための工夫や努力 ・消費者の ニーズに応 え る人々 の工

夫 や努力 といった社会的事象 の意味 に迫 る ことがで きたと考え られ る。

3国 民生 活を支えて いる

児童 は 「完成 した車 はど こに、 ど うや って運 ばれ るか」 とい う課題 を調 べ る時 「生産地 か

ら消 費地 まで」 の過程 には、貿易 や運輸 の働 きと自動車工業 とが関わ って い ることを と らえ

ていた。 また自動車 の果 たす役割 にっ いて の話 し合 いで は 「私 たちの食べ物を運んで きたり、

自分 の移動 に使 った りす る自動車 は大切 な ものだ。」 とい う意見を は じめ、「レタスや マ グロ

を運 ぶ とき も保冷車 を使 っていた。」 など、前単元での学 習を関 連 させ て 自動 車 の果 たす役

割 に触れ る発言 もみ られた。以上 の ことか ら、児童 は、国民生活 や他 の産業 と密接 に関 わ っ

て いるとい う自動車工業 の もっ意 味に迫 ることがで きた と考 え られ る。

VI研 究 の成果 と課題(3つ の視点 と教材化 のプ ロセスにつ いて)

1研 究 の成果 について

○ 教材構造図 を作成 し、社会 的事象 の意味 を考 え るために必要 な事実 を抽出 した ことで、

児童 が独力 で入手 す ることが難 しいと予想 され る資料 について は、 あ らか じあ教師 が準備

す る ことがで きた。 また児童 にっか ませたい学 習内容 に必要 な資料 を、教師が、児童 の実

態 に合 わせて分 か りやす く加工 し、提示 す る支援 がで きた。 これ らの ことによ り児童 は確

か な事実理解 を重 ね ることがで き、社会 的事 象の意 味を とらえ ることにっ なが った。

03っ の視点 を意識 して指導 計画を作成 した ことによ り、実 際の指導場 面で、っ かませ た

い学習 内容 に関す る事実をお さえ なが ら、助 言 した り、資 料を提供 した り、調べ方 を示 唆

した りす るな ど、個 々の児童 に適切 な支援を行 うことがで きた。

2今 後 の課題 について

○ 教材構造 図の作成 で、つか ませ たい学習内容 に関わ る事実 を明 らか に したが、 関連 す る

事実 は非常 に多 く、社会的事象 の意味 を とらえ るためにはどの事実 を もとに考え させ るの

が よ り効果的か検討 して、扱 う事実 を精選 をす る必要が ある。

一16一



研究主題 〈第6学 年分科会〉

一人一人が社会的事象を多面的にとらえられる教材構成の工夫

1主 題設定 の理 由

児童が社会 の担 い手 とな って活躍す る21世 紀 は、国 際化 ・情報化 が進 み、現在以 上 に変 化

の激 しい時代 にな ることが予想 される。 こうした社会 の形成者 と して、主体的 に生 きて い く

児 童 には、社 会的事象 を広 い視野 か らとらえ、考 える ことので きる能 力が求 め られ るで あ ろ

う。

したが って、 これか らの社会科学習 において も、 こうした能 力を育て ることが重要 に な っ

て くると考 え られ る。 この ことは、学習指導要領第6学 年 の 目標に も 「社会的事象 を具体 的

に調査 し、地 図や年表 などの各種 の基礎的資料 を効果 的に活 用 し、調 べ た ことを表現 す る と

と もに、社 会的事象 の意味 をよ り広 い視野 か ら考 え る力 を育て るよ うにす る。」 と明示 され

て い る。

6年 生 の児 童 の実態 を見 ると、 これ までの生活経験 や社会科での体験的 な活動 や調 べ活 動

な どの学 習を通 じて、社会 的な思考 や判 断の基準 とな るものの見方や考 え方 を、 あ る程度 は

身 につけて いる。 また、 コンピュータや イ ンターネ ッ トな どの情報機器 を用 いた新 しい学 習

方法 に も適 応 してい る。 しか し、調 べた り体験 した りす る活動 は好むが、社会 的事 象 に進 ん

で関 わ ろうとす る力 が弱 く、 その意味やっなが りにっ いての理解 は、一面 的 ・表面 的 な もの

に留 まって しまい、 自分 な りの考えが広が らなか った り深 ま らなか った りす るとい う現 状 が

あ る。

これ らの実態 を受 け本分科 会で は、児童 の考えを広 げるたあには、児 童 自身 が まず確 か な

事実認識 を持っ ことが大切 であ ると考えた。 その上で様 々な考 え方 を学 び用い る経 験 を重 ね

てい くことが必要 であろ う。そのよ うな経験 を重 ね ることで、 児 童は一 っの事 実 を様 々な視

点 か ら考え め ぐらす ことがで きるようにな るので はな いだ ろ うか。

確 かな事実認識 に基 づ く多様 な考え方を身 にっ ける学習 を展開す るために は、児童か ら多

様 な考え方 を引 き出せ るように、教材 とな る社会的事象を分析 し、 その中か らよ り有効 な教

材 を選定 し構成 してい くこと、 またその考え方 を年間 を通 して意図的 に繰 り返 す ことが 大 切

にな って くる と考 えた。 それ によ り、児童 は多様 な考 え方 を適 切に用 いて、社会的事象 を一

面 的で はな く多面 的に と らえ る事がで きるよ うにな って くるので はないか と思 わ れ る。この

ことが広 い視野 か らと らえた り考 えた りす る ことにっ なが る と考えた。

そ こで、本分科会 で は、児童 の多様 な思考 を促す ために、社 会的事象 を多面的 にと らえ ら

れ ることに重点 を置いた教 材構成 の工夫を研究 の中心 として進 めたい と考え、上記研究 主題

を設 定 した。
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II研 究 構 想 図

教育改革の流れ
・豊かな人間性と国際性

・自ら学び自ら考える

・基礎基本と個性の重視

・特色ある学校づくり

→

社会科教育の課題
・調べて考える学習の重視

・指導内容の精選

・基礎基本の定着

全 体 研 究 主 題 it

社会科で身にっける力を明確にした教材開発のあり方[1
π

一

●

i

●

●

6学 年 分科会研究主題

一人一人が社会的事象を多面的にとらえられる教材構成の工夫 }

/

[

「

研 究 の ね ら い
[

児童が社会的事象を多面的にとらえられる教材構成のあ

り方を明 らかにする

一 研 究 の 仮 説 一 一一…一一 一一1

L

l-

一 ・

児童に、事実を正確に認識させ、社会的事象を様々な観[
　

点から考えられる教材の構成を工夫すれば、一人一・人が ・

社会的事象を多面的にとらえられるようになる

児 童 の 実 態
・調べ活 動や体験 的

な活動には積極的
・コ ンピュー タなど

新 しい学習方法 に

適応できる
・社会的事象 に進 ん

で関わ ろ うとす る

力が弱い
・表面的 な理解 に留

まり、 自分 な りの

考えが深まらない

、一学 習 指 導 要 領
・第6学 年の目標
L_

社会的思考力

(文献研究)

授業実践の中

で見 られた児

童の多而的思

考の調査 ・分

析

研 究 の 内 容

教 材 構 成 二
i

事 る1

象

児童が多面的にとらえるための観点 一一一「

霧攣織 欝 袋灘 驚 薯 一 巣

謙 灘 羅 雛 を報}篶 鱒
⑥他の時代との比較 ・関連から考える1

⑦異なる文化や習慣を比較 ・関連 して考える

ii

y
「'一''"層"一'一'一'一'一'一 「

L._._魅1と 玄 る教材 ●塑点 璽設笙_._.」.T.

児童の思考と教材との関連を明 らかにした単元構成図の作成
.茎i璽 翌　一一『=======[=====ニ ー一一

授 業 研 究 「

授業の分析

児 童記述 ・発 言 ・調べ学習 の様 了など

児童の変容の分析 ・評価

・単元で目指 した多面 的な とらえ方がで きたか

1
i

・学習を重ねてのとらえ方の変容 はどうかi

-… 一 一 一一 一 一 一一 一一,..一 」

めざす児童像 一一一

確かな事実認識を もとに、多様な考え方を適切に用いて、社会的事象を多面的にとらえ られる了ども
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皿 研究 の内容

1多 面的思 考の分析

本分科会 で は多面的 に とらえ るとはどうい うことか明 らかにするため、児童 の実態 を分析

した。実 際に教材 の構成 を考 え る場合、児童 の発達段 階等 をふ まえ、実 際に沿 った もの にす

る ことが必要 と考 え、実際 の授業 での児童 の記述(ノ ー トや ワー クシー ト)を 取 り上 げた。

児童 の記述 か ら多面的 に とらえてい ると思 われ るものを抽 出 し、分類 するという方法をと り、

そ の結果、以 下の①～⑥ の観点 を設定 した。① ～⑥ の観点 は、歴史 単元 においての多面 的 な

思考 の分析 で あ り、政治、国際理解単元 で は⑦ の観点 が考 え られ る。

多面的思考の観点

根拠となった記述

OO 複数の事実から時代の特徴を考える

○源頼朝がめざしたのは、朝廷の力の及ばない鎌倉での政治を行い、有力な武士を守護 ・地頭に任命 し、幕府の力を広げ

ること。ご恩 と奉公という関係による武士の強いつながりで政治を行う国だ。

○徳川家光は大名に対 しては配置を工夫 し、武家諸法度、参勤交代をしてさか らえないようにした。また外国に対 しては

鎖国令を出し、キ リスト教信者には踏絵をしたりしてきびしく罰 した。農民に対 してはけいあんのお触れ書 き、五人組

などをや り、江戸幕府を長 く続けた。(波 線部…事実)

OO
一 一一 一

一つの事象を様々な立場から考える

○参勤交代は、将軍の立場か ら見れば、信用できない外様大名に金を使わせ、また、人質をとって反抗できないようにす

至。大名の立場から見れば、費用もかかり自由もないので大変であった。(将 軍の立場と大名の立場)

○聖武天皇は反乱やききん、えき病から、人々を救うたあに大仏を造ることを命 じた。 しか し、農民達は重い税や労働で

苦 しい思いをした。(天 皇の立場と農民の立場)

0 一人の人物を様々な要素から考える

○織田信長は最初にポル トガルなどと貿易を して多くの鉄砲を輸入 した。3000人 の鉄砲隊を分けてかわるがわる撃たせた

ように戦いについてはとても頭がいいと思った。ただ、もう少し家康のように人の気持ちを理解 して家来を大切にする

ことができるとよかったのになあ。(3っ の要素か ら考えた)

○ 徳川家康が260年 も続 く幕府を開いたのはすごい。 しか し、大阪の陣で相手は謝ったのに戦いに結びつけて しまうのは

反対!(2っ の要素か ら考えた)　 一 　 　 　 一

④ 異なる立場や役割の人物を比較 して考える

○源頼朝は武士による政治をめざした。例えば平氏が中心だったときは平氏がしきっていたから、今度は源氏が中心になっ

たとき平氏と違い、みんなと協力 して大きな力を手に入れようとした。平氏は天皇や貴族の中心だったか ら、今度は武

士の国をあざした。(源 氏の立場と平氏の立場の比較)

○織田信長は楽市楽座の制度、豊臣秀吉は黄金の茶室や大坂城、徳川家康は煙 配置がいいと思いました。3人 とも政
一

治家に向いている。(織 田信長、豊臣秀吉、徳川家塵の比較)

0 身近な生活や経験から考える

○源頼朝が目指 したのは、全の会社のような幕府をっくり武士中心の政治をっくること。平氏のように他の武士達を無視

するのではなく、武士一人一人に役目のある政治にしたかったから。

○貴族の生活はすごくぜいたくだと思う。昔の貴族達は娘を天皇と結婚させて自分の権力を強いものと思わせるたあに使っ

ている。ひどいと思う。(現 在の自分の生活か ら考える)

⑥ 他の時代との比較 ・関連から考える

○徳川家康の天下取りは大成功。家康が生 きている間は、幕府は滅びずに、次の世代、その次 も他の大名の力を弱まらせ、

以後260年 も江戸幕府は続いたか ら。鎌倉、室町幕府と比べてとても長 く続いた。

(江戸時代と鎌倉 ・室町時代との比較)

○江戸時代は鎖国をして外国とは全然っきあっていなか ったけれど、開国をし、どんどん外国とつきあっていき、文明開
A

化などで洋風のものをたくさん取り入れたから、こんなに時代が変わった。(江 戸時代と明治時代の比較)

0 異なる文化や習慣を比較して考える

上 記 の7っ の観 点 う ち、 そ の いず れ か で思 考 がで き る こ とを 多面 的 に と らえ られ る とす る

が 、 よ り多 くの観 点 で 思 考 が で きる こと を、 よ り多 面 的 に と らえ て い る と考 え る。
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2多 面的思考 と学習 内容 とのかかわ リ

次 に、1で 述べ た多面的思考 の観点 に基づ いて、各単元 の学習内容 を分析 した。 具体 的 に

は、学 習指導要領 に述べ られてい る社会的事象 につ いて、教科書等 で挙 げ られてい る事実 や

資料を加味 して分析 し、 その単元 ではどの多面的思考 が導 かれやす いのかを明確 に した。 年

間 を通 じて、意図的 ・系統 的に多面的思 考力 を培 うために、7つ の観点 を繰 り返 し学習 で き

るよ うに配慮 した。

〈単 元 と学習 させ たい多面的思考〉

単元別

学習内容

農耕の始まり

考え方

古墳

大陸文化の摂取

大化の改新

大仏造営

貴族の生活
源平合戦

鎌倉幕府の始まり

元 との戦い

室町文化
キ リスト教の伝来

天下統一

江戸幕府の始まり

大名行列

鎖国

歌舞伎や浮世絵

国学や蘭学

黒船の来航

明治維新

文明開化

自由民権運動と大日本帝国憲法の発布

日清日露戦争

条約改正

科学の発展 ・様々な民衆運動

日中戦争と第二次世界大戦

日本国憲法の制定と戦後の改革
オ リンピックと社会の変化

国民生活と政治の働き

日本国憲法と政治

世界の国々

国際交流や国際協力 ・国際連合の働き

②

「
つ
の
事

象
を

様

々
な
立

場
か

ら
考

え
る

①
複
数
の
事
実
か

ら
時
代
の
特
徴

を
考
え
る

○
0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

O

0

0

0
0

0

0

0

0

0

0

⑦
異
な
る
文
化
や

習
慣
を
比
較
し

て
考
え
る

⑥
他

の
時
代
と

の

比
較

・
関

連

か

ら
考
え

る

⑤
身
近
な
生
活
や

自
分
の
経
験
か

ら
考
え
る

④
異
な
る
立
場
や

役
割
の
人
物
を

比
較
し
て
考
え

』③
.
人

の
人
物
を

様

々
な
要

素
か

ら
考

え
る

0

O

0

0

0 0

0 0

0

0

O

0

0

O

0

0

0

0

O 0

0

◎
　◎

0

0

0 0

○
◎

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0
0 O

◎
6

0

0

O

0

0

0

O

◎
◎
0

0

O

0

0

O

0

0

0

0

O

0

0

0

0

O

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

O

0

3

(1)

○ ◎0

◎……単元の学習を進める上で、中心として取り1=げるとよいと思われる多面的思考
○………単元の学習を進める上で、取り上げられることが可能と思われる多面的思考

単 元 の 教 材 構 成

教 材 の 選 定 に あ た って

各 単 元 で 授 業 をす るに あ た り、 中心 とな る多 面 的 思 考 の観 点 に基 づ き、 具体 的 に お さ え る

べ き社会的事象 や事実、使 用す る資料等 の分析 ・選定 を行 った。

(2)単 元構成図

選定 した教材 と思考 との関わ りが見 え るよ うに教材 の配列 を明示 した単元構成 図 を作成 し

た。
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単元構 成図(例)～ 観点② 「一つ の事象 を様 々な立場か ら考 える」を中心 に～家光 と江戸 幕府 ～

鎌倉幕府(141年 間)
室町幕府(235年 間だが実質は応仁の乱までの129年間)
江戸幕府(264年 間)
とを比較す る歴史尺

鎌倉や室町幕府 に比べ て、 汀戸 幕 府 はず いぶ ん長

く続 いて いるなあ。

江戸幕府が長 く続いた秘密 は何だろう?
o

○

圃
家光は大名をどうやって従えたのだろう?

幕 府(家 光)か ら見 る と…

・大名 に自分の力を見せっ けておか ないとな。
・主人 と家 来の関係を はっきりさせ たの だな。

外 様 人 名 か ら見 る と…

・大名が お金をた くさん使 うよ うによ く考 えたな。

・これ はすご く頭 がいい仕組みだ な。

・人質 をとっておけば逆 らえな いか らな。

・信用で きないか ら遠 くに追 いや ったんだ な。
・遠 けれ ば攻 あて くるの も大変だか らな。
・昔か らの家来 や一 族が周 りで守 って くれ るな。

・大名が反乱 を起 こせないよ うに色 々考えた な。
・信用で きない大 名は どんどん潰 して しまえば いい。

圃
参勤交代

仕組みの絵

日数 ・費用の

グラフ

大名行列の絵

大名配置図

武家諸法度

・本当に逆 らった大名はい るのか な?

・言 われた大名はど う思 っただ ろうか?

・九州 と江戸を一年 お きに往復するなんてお金がかか っ

て大変 だ

・奥 さん や子 ど もを人質に取 るなんて ひどい。
・家族が一緒 に住めないなんて辛い な。

。江戸か ら離 れた土地 で不便では?

・台風や、寒 さのきび しい所が多いな。

■

・結婚 も自由にできないなんて嫌だな。

・守 らないと取 り潰 されるか らこわいな。

・とて も じゃないけど幕府 に逆 らえない な。

■ 一 國 農民に対 してはどうだったのだろう?

幕 府(家 光)か ら見 る と …

●

・農民 か ら年貢を た くさん出 させるために必要だ。

・お互 いに監視 させ合 うなんて いい方 法だ。

・武士 が一 番だ とい うことを はっき りさせ たのだな。
・農民 は一 番人数が多 いか ら武士 の次 に しておけば逆

らわないだろ う。

農 民 か ら 見 る と …

慶安のお触書

五人組帳前書

人口の割合グラフ

◎

・何で こんな事 まで命令 され なきゃな らないんだ。

・年貢を納め るのが一番大変 なの に。

・共同責 任なんてひ どい。
・近所の人 と監視 し合 うなんて気分が悪 いな。

○

・農民の子に生まれたら他の仕事ができないなんてひどい。
・農民の中に さらに上下関係があ るなん て嫌 だな。

■ 日 ● キ リス ト教徒や外国人に対 してはどうだったのだろう?

幕 府(家 光)か ら 見 る と … キ リス ト教徒や外国人か ら見 ると…

◎

・外国船が 自由に入港 で きないよ うに制限 したんだな。
・こうすれ ば幕府 が貿 易を独占で きるな。
・キ リス ト教 の広が りを防 ぐことがで きるな。
・外国 は日本 を乗 っ取 ろ うとす るか もしれないな

。

・キ リスト教徒を見っけ出すためにはとて もいいアイディアだな
。

・キ リス ト教徒が増 える ことはとて も危険だ。

出 島 の 絵

鎖 国 令

踏 絵

信者数のグラフ

・狭 い島 に押 し込 め られて窮屈だ。
・幕府の ご機嫌 をとるの も大変そ うだ。

・損 を した国 と得 を した国 があ りそ うだ。

・海外 に出 ていた日本人 も帰 れないなんて ひどい。

・なんて ひどいことをするんだろ う。

・ずいぶん増えているな。教えが人々に支持されたんだな。

幕府 が長 く続 くよ うに本 当に色 々考 えて大名や

農民、外 国な どを取 り締 った。す ごいアイデ ィ

アだ。

ま と め る ●

幕府の支配制度が確立し

武家政治が安定した

これだ け色 々と厳 しく押 さえ られていた とは。

逆 らったら何を され るかわか らない し、 これで

は幕府 に逆 らうことなんてなかなかできないな。
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一 一 一L-　

過程時 ねらい 主な学習活動と内容 資料 児 童 の 記 述 例

江戸幕府が ○鎌倉幕府、室町幕府、 ★幕府政 〈導入段階の記述例〉

長 く続いた 江戸幕府が続いた長さ 権の長さ ・ラ イバ ル を倒 した か ら。

つ 事に気づき、 を比較する資料から学 の比較図 ・信長のように、戦法を工夫した。
既習の学習 習問題を考える。 ・家康がされたように入質をとっていうことを聞かせた。

経験を生か 江戸幕府が長く続いた秘密を ・前の時代のように大きな戦いがなかったから。

か r しながらそ 追究しよう ・大名たちから信頼されるように工夫した。

のわけを予 ○長く続いた秘密を予想 ・頼朝と違って徳川家が長く続 くように跡取を生み続けた
。

想すること す る。 ・キリス ト教を保護して貿易を盛んにした
。

む が で き る。 ○予想の内容を大名、外

国、農民に対する秘密 一 噌『

に分類する。 『一っの事象を様々な立場考える』児童の記述例
一 π 「『 一 一

江戸幕府の

大名政策に 大名に対 しての秘密を .わ 、。、奨器 誉自分の強、1.ま 。た、頭濃 粥 ん。嘘。ばち

つ いて調 べ、 追究 しよう! な演説!か かってこいなんて言いな

将軍の立場 ○大名政策にっいて調べ ★家光の

を分 か って ほ しか った ん だ。 幕:

府に戦いを仕掛けてもよいと言。1力 破 際は、かか。ていけないよう

に立 って考

えることが

る。

O資 料を基にして 予想を

演説

★参勤交

たので大名たちは幕府の方、っ1に しているじゃないか!本 当はいつ

まり将軍の方が強いと思 ってい{で も攻めたいのに

で き る。 検証する。 代の仕組 るにちがいない。 卜 鋤 交代なんて面倒だ.金 がかカ・っ

○ ワー ク シ ー トに ま とあ みの絵 ・大 名 た ち は、 一年 交 代 で江 戸 に1て 本 一'jG"大変 だ。 家 族 は 人 質 に と ら
2

る 。 ★日数費 来なければならん。特に、外様1れ 、一・年 ごとにしか一緒に生活でき
○調べた事をもとに大名 用のグラ 大 名 は遠 くか ら来 る。 そ の た め1ん 。 と て もつ らい。

調 ●

政策を 『将軍の立場」 フ にはお金がかかる。確か二億か ・幕府が出 した武家諸法度 はつらい。
や 「大名の立場』に立っ ★大名行 な?ほ ら、やっぱりお金がなく1城 は、 っ しか もてない し、「幕府

3 て考えグループで話し 列の絵 なると弱くなるだろう。1を 倒すのは禁止」なんて…城を勝手

合 う。
1

★大名配 ・親藩、譜代を近 くにおいて江戸1に 直す事だ ってで きん。まったく!

● ○ ワ ー ク シー トに ま とめ 置図 の守りを固めたのじゃ。何 しろ、1こ れでは、幕府の家来と一緒だ。

4

る 。 ★武家諸

法度
外様のやっらは、いっ裏切るかレ 家光をみんなで組んで倒 してみよう

謄 論郵藷灘 施響撫 融享舗鰹 灘野
ちょっとでもへんな動きがあっiと いう法律があるか ら倒そうにも倒

1

べ たらすぐに取 り潰 してやる。1せ ない。この世の中を変えてやりた

・大名たちを法律で厳 しく取り締1い 。

まってわたしに反抗させないよ1

うにして、わたしだけどんどん

強くなるのじゃ。これで徳川 も

安泰だ。
『F.『

江戸幕府の 将軍の立場 農民の立場
農民政策に

っいて調べ、

農民に対 しての秘密を

追究 しよう!

・とにかく年貢がなければ大変な

んだよ。それで私はこう考えた。1

・ 『年貢さえ納あれば百姓ほど楽なも

のはない!』 なんて…その年貢を納

る

5

将軍の立場

や、農民の

○農民政策にっいて調べ

る。

★慶安の

お触書の

1

そう、すべて年貢をとるために1め るのが大変なんだ。他に必要経費

まず百姓たちに法律を作ったの1や 、村に税金だって払わなくっちゃ

立場に立っ ○資料を基にして予想を 内容
1

だ。朝早 くおきて田や畑の仕事1な らない。米一・粒も残らない時だっ

●
て考えるこ 検証する。 ★五人組 をせ っせ と して 、贅 沢 を しな い て あ る。

とが で きる。 ○ ワー ク シ ー トに ま とめ 帳前書き よ う に させ た ん だ。 。お い らは ま じめに働 い て、 いつ も ちゃ

る。 ・身分を決めさせて農家で生まれ んと年貢を納めているんだ。で も五
6 ○ 調べた事をもとに、農 ★身分区 た者は一住農家で働け 人組 に な って か ら ・人 の や っ が ちん

民政策を 『将軍の立場』別の模式 ・甘やか しすぎると仕事をしなく たらちんたらやるもんだからおいら
や 『農民の立場』に 図 なるからかなり厳 しく、寝るの た ち は、 そ い っ の 分 ま で や る こ と に

立 って考えグループで も惜 しん で 働 くよ うに さ せ た の1な る ん だ!!ま った く!腹 が 立 っ!

話 し合 う。 だ。年貢をきっちり払わないや1

IV実 践事 例 「徳川家光 と江戸幕府」

1小 単元 のね らい

江戸幕 府が支配体制 を確立 し武家政治 を安定 させ るために行 った政策を大名、外国、 農民

等 の立場 で考 え、多面的 に とらえ ることがで きるようにす る。

2学 習計画 と授業の実際

[
1
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○ ワ ー ク シ ー トに ま と め つがでてくると困るから五人組を ・お らは、 年 貢 が つ ら くて ひ で えよ。

る。 っ くり一人でも足 りなかったら後 こ っち は ・生 懸 命 頑 張 って い る の に

の四人に払わせる。連帯責任で年 武士がおらたちの年貢米で生活 して

貢は確実だ。 い るな ん て。 っ ら くて も、 百 姓 は一

生百姓だ。

江戸幕府の 将軍の立場 出島のオランダ人の立場

調
外国政策に 外国に対 しての秘密 を ・キリス ト教宣教師の入国を手助 ・家光様は偉い方だ。もし反抗 したら、

っ い て調べ 、 追究 しよう! けするポル トガル人を追い出し 売 ヒが悪 くなるし…日本と仲良 くし

将軍の立場 ○外国政策について調べ ★出島の てオランダ人を住まわせた。ま ていれば売上はダントッになるし、

や キ リス ト る。 絵 あ、狭い所で嫌な事 もあるだろ ポル トガルなんかにこんないい役目

教 徒 ・オ ラ ○資料を基にして予想を ★鎖国令 うけれど売上が上がるから逃げ を渡 してたまるか。

ンダ人の立 検証する。 ★踏絵 出 す は ず は な い。 ワ ッバ ッハ ッ。 ・そ れ よ り も っ と こ こ に い た い って気

べ 場に立 って Oワ ー ク シ ー トに ま とめ ★信者数 ・ま った く、 島原 の乱 で は、 ひ ど 持ちが高かったのは貿易ができるか
7 考えること る 。 の グ ラ フ い 目 に あ った。 キ リス ト教 は恐 らだ。 もち ろ ん 、 他 の 国 と もや って

が で き る。 ○調べた事を基に、外国 う しい。 キ リス ト教 は、 幕 府 の はいるが長崎が一番利益が大 きいか

● 政策を 『将軍の立場』 敵だ。 これ以上広まらないよう らな ん だ よ。

や 『キ リスト教徒の立 に鎖 国 じ ゃ!! キ リシ タ ンの立 場

8 場』 『オランダ人の立 ・あの絵踏みは、効果抜群だ。誰 ・私 は 、実 は隠 れ キ リシ タンなん です。

る 場』に立って考えグルー がキリシタンかすぐわかる。長 私の家族 も、みんなキ リス ト教徒で

プで話し合う。 崎の人口が激減するくらい厳 し す。私の主人はきび しい年貢の取 り

○ ワー ク シー トに ま とめ く取 り締 ま った のだ 。 立てに反抗 して一揆を起こした仲間

る 。 ・や は りキ リ シ タ ンは手 強 い。 ど と 緒 に火あぶりに…今は、祈るだ

うしたらいいのか考えて絵踏み け です。 見っ か った ら殺 され るで しょ

をさせたが、やっ らは死を怖が う。 で もわ た しは 、 死 ん で も、 キ リ
1らな い の だ

。 ど う した らよ い のiス ト様 の教 え で 天 国 に い け ます 。 死1

か … … ぬ 事 は、 怖 くあ り ませ ん 。

幕府の支配 《まとめの記述例》

体制が確立 江戸時代が長 く続いた秘密を、 ・このようにして、大名に対 しても、農民に対 しても、外国人に対 して
した事をま 1レ ポ ー ターに な って ま とめ よ う。 もみな 「きまり』で支配 していきました。でもこの様 に長 く続 けよ う

ま とめ 、 自分 ○ これまで学習 した事を と努力 していた江戸幕府 もいっかは滅びる日が来るで しょう。 いった

の考えをも レ ポ ー タ ー の コ メ ン ト いどんな人が登場するのでしょう。

つことがで としてまとめる。(政 ・「江戸時代」は、とにか く将軍が頭がよかったんだと思う。幕府の支配

と き る。 策 として効果的だった 体制を徹底的にするとともに、年貢を少 しでも多く納めさせるように

事を中心に) した。※貿易をじゃまされないように、キ リスト教の布教 をおさえ る
9

○ まとめた事を話し合う。 ようにと、鎖国には二っの目的があった。 これらの工夫がすべて成功

め したからだと思う。

※幕府が貿易を独占するということ

・っまり、江戸時代を長 くして徳川の名を残 したかったんですよ。 だか

る ら、自分たちの敵になりそうな勢力には、とても厳 しい態度でのぞんで

いたのですね。わたしが一番心に残ったのは、年貢の箏です。幕府は、

年貢がなければどうしようもなか ったのですね。強い幕府の力の もと

が武力を持たない農民に支え られていたとは…驚 きでした。

V成 果 と課題(○ 成果 ●課題)

○中心 とな る多面 的思 考 の観点 を明確 に し、 それを基 に単元構成 図を作成 して、教材構 成 す

る ことは、児 童が社会的事象を多面 的に とらえ られ るのに効果 的であ った。

○ 立場 を変 えて考 え る学習(例 将軍 と大名)、 時代 と時代を比 較 して考 え る学習(例 江

戸 と明治)等7つ の多面的思考 の観点 を、経験 させた り意 図的に繰 り返 す学 習 を積 み重 ね

た りす る ことに より、多面的思考 を身 にっけ る児童 が増 えて きた。

●児童 の思 考の分析 を重 ねて い くことで、教材構成 の基 とな る多面的思 考の観点 をよ り広 げ

て い く必要 があ る。

●中心 とな る多面 的思 考 を限定 した ことによ り、他 の多面的思考 が出に くくな る可能性 が考

え られるので、中心 となる多面的思 考を置 き換 え、単元 を再構 成 して実践する必要がある。
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研究の成果と課題

〈研 究の成果〉

○児 童 に培 いたい 「地域観」 を8項 目選定 し、各単元 での 目指す 「地 域観 」を明確 に して働 き

か けた ことによ り、地域 を身近 な もの、 自分 とかかわ りのあ るもの と して と らえ るこ とが で

きるよ うにな り、地域 の見方 や考 え方 の変容 が見 られ た。

○ 自分 たちの住 んでい る地域 の概念 を基 に して、他 の地域 との関連 やつなが りを見っ あ られ る

よ うにな り、地域 の見方 や考 え方 が深 ま った。

○ 「地 域観」 を培 う 「教材開発 の4つ の観点」 を設定す る ことによ り、指導 計画作成 にあた っ

て教 材 の選定 をす る際 の基準 が明確 にな った。

○教材 選定の段階 に3っ の視点 を取 り入 れる ことによ り、 つかませたい学 習内容 が明 らか にな

り、児 童が主体的 に学 び社会 的事象 の意味 を考 えるために有効 な教材 が選定 で きた。

○教材 構造図の作成 では、社会的事象 の意味 を考え るために教材選定 で抽 出 されたっか ませ た

い学 習内容 と事実 を結 びつ け ることで、児童 が何を調べ、 それによ って どんな ことを考 え ら

れ るのかを関連づ ける ことがで きた。

○教材構造 図に表 したっか ませたい学習内容 を もとに指導計画 を作成 す ることによ り、児童 が

どんな社会 的事象 をと らえなが ら学習 を進 めて いるかが明 らか にな り、確 かな事実 理解 が進

め られ るよ うにな った。

○中心 とな る多面 的思 考の観点 を明確 に し、それを基 に単元 構成 図を作成 して、教材構 成 す る

こ とは、児 童が社会 的事 象を多面 的に とらえ られ るのに効 果的であ った。

0立 場 を変 えて考え る学 習、時代 と時代を比較 して考 え る学 習等7っ の多面的思考 の観点 を、

経 験 させた り意 図的に繰 り返す学習 を積み重 ねた りす ることに より、多面 的思考 を身 にっ け

る児童 が増 えて きた。

〈 今後 の課題〉

・「地域観」 が培われ たか ど うか は、学 習の まとめの記述 や児童の っぶ や き、 行動 で見 とる こ

とと したが、単元 の学習終了後 に 「地域観」 に関 わる児童 の言動 が見 られ ること も多 く、 見

とりの時期や予想が難 しい。支援、評価 につ いて今後 も研究 を深めて いきたい。

・作成 した教材 を、指導計画 や学習過程 のどの場面 に位置づ ける とよ り有効 であ るか を探 る こ

とは、 今後 と も必要で ある。

・教材構造 図の作成で、っ かませ たい学習内容 に関わ る事実 を明 らかに したが、 関連 す る事 実

は非常 に多 く、 どの事実 を もとに考 えさせ るのが より効果的か検討 して、扱 う事実 を精選 を

す る必要 が ある。

・児 童の思 考 の分析 を重 ねてい くことで
、教材構成の基 となる多面 的思考 の観点 を よ り広 げて

い く必要が ある。

・中心 とな る多面的思考 を限定 した ことによ り
、他の多面的思考が 出に くくな る可能 性が考 え

られ るので、中心 となる多面的思考を置 き換え、単元 を再構成 して実践す る必要 があ る。
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